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い
で
二
ヵ
所
目
の
加
盟
と
な
り
ま
し
た
。「
世

界
で
最
も
美
し
い
ク
ラ
ブ
」
と
は
、
湾
を
生
か

し
た
観
光
振
興
と
資
源
保
護
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
様
式
や
伝
統
の
継
承
、
及
び
景
観

保
全
を
目
的
に
一
九
九
七
年
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
県
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
雨
晴
海
岸
か
ら
望
む
立

山
連
峰
の
景
観
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　

◆
高
岡
市
の
鉄
道

　

漫
画
家
の
藤
子
不
二
雄
の
二
人
は
、
高
岡
市

と
ゆ
か
り
が
深
く
、
高
岡
駅
か
ら
「
忍
者
ハ
ッ

ト
リ
君
列
車
」
が
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
や
Ｊ
Ｒ
城
端
線

を
走
っ
て
お
り
、
高
岡
市
と
射
水
市
を
結
ぶ
万

葉
線
で
は
、「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」
が
運
行

さ
れ
県
外
か
ら
の
観
光
客
か
ら
も
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

◆
富
山
県
唯
一
の
国
宝

　

瑞
龍
寺
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
公

の
菩
提
寺
と
し
て
、
三
代
藩
主
利
常
公
が

一
六
六
三
年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。
近
世
を

通
じ
て
前
田
家
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
明
治
時
代
に
は
い
り
、
加
賀
藩
の
庇
護

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
困
窮
し
て
部
材
を
売

る
た
め
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
五
年
か
ら
修
理
を
十
年
ほ

ど
か
け
て
行
い
一
九
九
七
年
に
は
、
山
門
、
仏

殿
、
法
堂
が
建
造
物
と
し
て
は
法
隆
寺
以
来
、

奈
良
正
倉
院
と
と
も
に
国
宝
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

◆
高
岡
銅
器
の
職
人
・
技
術
の
結
晶

　

高
岡
大
仏
の
原
型
師
は
地
元
の
中
野
双
山

で
、
古
式
鋳
造
法
で
あ
る
焼
型
重
ね
吹
き
の
技

法
で
鋳
造
か
ら
着
色
ま
で
の
全
工
程
を
高
岡
の

職
人
た
ち
の
手
で
行
っ
た
記
念
す
べ
き
大
作
で

す
。

　

大
仏
の
特
徴
と
し
て
は
、
歌
人
、
与
謝
野
晶

子
が
一
九
三
三
年
高
岡
を
訪
れ
た
際
に
、
高
岡

大
仏
を
「
鎌
倉
大
仏
よ
り
一
段
と
美
男
」
と
評

し
た
と
も
伝
わ
り
、
端
正
な
顔
立
ち
の
大
仏
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
雨
晴
海
岸
は

　
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
雨
晴
駅
か
ら
徒
歩
三
分

○�

ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
と
ハ
ッ
ト
リ
君
列
車
は

Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
下
車

○
瑞
龍
寺
と
大
仏
は

　
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
か
ら
徒
歩
十
分

◆
富
山
湾
と
立
山
連
峰

　

雨
晴
海
岸
は
、
海
越
し
に
浮
か
ぶ
三
、

〇
〇
〇
㍍
級
の
立
山
連
峰
の
景
観
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
古
く
は
越
中
国
司
と
し
て
在
住
し
た

大
伴
家
持
に
「
万
葉
集
」
で
「
馬
並
（
な
）
め

て
い
ざ
打
ち
行
か
な
渋
谿
（
し
ぶ
た
に
）
の
清

き
磯
廻
（
い
そ
ま
）
に
寄
す
る
波
見
に
」
と
詠

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
景
観
が
す
ば
ら
し
い
こ

と
か
ら
、
二
〇
一
四
年
に
は
「
世
界
で
最
も
美

し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
国
内
で
は
、
松
島
湾
に
次雨晴海岸

忍者ハットリ君列車ドラえもんトラム

瑞龍寺 山門

高岡大仏


